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研究の動機 
中国語、日本語、韓国語はそれぞれ漢字がもとになっている
言語だが、どうしてこのように違う言語に分かれてしまったの
か、その背景には歴史が関係しているのか知りたかったか
ら。 

先行研究 
中国、日本、韓国、ヴェトナム、それに北朝鮮が、歴史的
に漢字を使用してきたいわゆる漢字文化圏であるが、こ
れだけの例をみてもわかるように、漢字文化圏における
漢字の使われ方は極めて複雑である。 

(漢字と東アジア-訓読の文化圏より) 
 
 
 
 
 
 
 

研究方法　 
①それぞれの国の言語の歴史を調べ、まとめる。　 
②大学の教授や漢字などに詳しい方に話を聞いてまとめ
る。 
③①，②で得た情報をもとにそれぞれの国でどのようなメリッ
トや理由があって変化したかを予測する。 

仮説 
言語の特徴はその国の文化や歴史と関係しているのでは

ないか。 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○中国 

神との対話のために作られた甲骨文字が漢字のもととなった。
漢字は比較的他の国からの影響を受けずに使われ続けたが、
昔から中国にはさまざまな民族が存在し、方言が混在した。統
一後は簡体字がメインに使われている。 
→昔からあるものも、すぐに新しいものに変更できるという傾向
があるのではないか？ 
→時代の変化に対応しつつ、漢字を使い続けたのではないか 

○韓国 

もともとは漢字を使っていたが、識字率が低く、誰にでも簡単に
読み書きできるハングルが世宗大王らによって作られたが、す
ぐにまた漢字が使われるようになる。しかし日本の植民地支配
からの解放後に再び使われるようになった。 
→新しい、独自のものを作り出すような傾向があるのではない
か？ 
→日本人が読める漢字を使いたくなかったのではないか？ 
→日本人がわからない文字を使いたいという思いと、識字率を
上げるために、独自の文字を作ったのではないか 

○日本 

中国から朝鮮、日本へと漢字が伝わり平安時代にはひら
がなやカタカナが日本独自の文字として成立した。日本
の漢字は古来の中国で使われていた漢字の名残が一番
表れている。 
→日本人は素直に漢字を受け入れるような傾向があった
のではないか？ 
→中国から来た漢字を尊重しつつ、歌や物語の中に日
本独自の文化をうつし出せる文字を作ったのではないか 

紀元前17世紀頃
甲骨文字や象形文
字が使われ始める

1世紀頃　
朝鮮を通して漢
字が伝わった

紀元前17世紀頃
甲骨文字や象形
文字が使われ始
める

15世紀頃
ハングルが作られる

20世紀頃
日本からの植民地支
配に伴い日本語教育
が行われた

考察 
どの国の言語も、文化や歴史からの影響を受けて変化したこと
がわかった。さらにその国の国民性が表れているのではないか
と予測する。 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文字の歴史 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